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今
回
と
次
回
は
、
境
町
秘
書
公
室
秘
書
広
聴
課
（
茨
城

県
境
町
）
と
筆
者
（
牧
瀬
）
の
共
著
で
進
め
る
（
本
稿
の

責
任
は
牧
瀬
に
あ
る
）
。
事
例
と
し
て
境
町
の
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。
今
回
は
境
町

が
進
め
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
前
提
に
あ
る
、
人
口
増

加
・
財
政
再
建
・
ひ
と
の
創
生
の
観
点
か
ら
言
及
す
る
。

 
．
境
町
の
概
要

 

境
町
は
利
根
川
と
江
戸
川
の
分
岐
点
に
位
置
す
る
。
江

戸
時
代
に
は
水
運
を
生
か
し
た
利
根
川
随
一
の
河
岸
の
町

と
し
て
、
人
や
文
物
の
行
き
交
う
文
化
交
流
の
場
と
し
て

繁
栄
し
た
。
2
0
1
5
年
に
圏
央
道
境
古
河
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
が
開
通
し
、
2
0
1
7
年
2
月
に
は
圏
央
道
が
茨

城
県
内
で
全
線
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
都
心
だ
け
で

な
く
成
田
空
港
へ
も
1
時
間
と
ア
ク
セ
ス
の
便
が
向
上
し
、

さ
ら
な
る
発
展
の
契
機
を
迎
え
た
。

 

境
町
は
、
人
口
増
加
・
財
政
再
建
・
ひ
と
の
創
生
を
三

つ
の
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ

て
い
る
。
今
回
は
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
現
状

や
課
題
、
対
応
を
記
し
て
い
く
。

2
．
人
口
増
加
の
取
り
組
み

 

境
町
の
人
口
は
、
年
少
人
口
（
0
〜
 4

歳
）
に
着
目
す

る
と
、
1
9
8
1
年
の
6
6
3
5
人
に
比
べ
、
2
0
1
5

年
に
は
3
2
0
2
人
と
な
り
、
半
分
以
下
と
な
っ
た
。
出

生
数
に
注
目
す
る
と
、
1
9
7
5
年
生
ま
れ
の
児
童
は

4
8
0
人
で
あ
っ
た
が
、
2
0
1
4
年
に
は
1
7
8
人
に

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
（
 
表
1
）
。

 

年
少
人
口
の
減
少
へ
の
対
策
に
つ
い
て
、
境
町
で
は
奈

義
町
（
岡
山
県
）
の
取
り
組
み
に
注
目
し
た
。
奈
義
町
で

は
、
2
0
1
2
年
に
「
奈
義
町
子
育
て
応
援
宣
言
」
を
掲

げ
、
2
0
1
4
年
に
は
合
計
特
殊
出
生
率
が
前
年
の
1
・

88

か
ら
2
・
8 

へ
と
急
上
昇
し
て
い
る
。
2
0
1
7
年
1

月
末
現
在
に
お
い
て
、
同
町
の
総
人
口
は
6
1
6
6
人
と

な
っ
て
い
る
。
合
計
特
殊
出
生
率
の
計
算
上
、
母
数
が
小

さ
い
点
に
つ
い
て
は
数
値
を
参
照
す
る
上
で
留
意
す
べ
き

で
あ
る
が
、
出
生
率
が
上
昇
し
た
要
因
に
は
、
出
産
祝
い

金
の
交
付
を
は
じ
め
、
乳
幼
児
や
児
童
生
徒
に
対
す
る
医

療
費
用
助
成
等
の
手
厚
い
子
育
て
支
援
施
策
の
効
果
が
表

れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

同
様
に
、
子
育
て
世
帯
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
絞
っ
た
施
策

で
人
口
増
加
が
見
ら
れ
た
自
治
体
と
し
て
は
、
流
山
市

（
千
葉
県
）
の
事
例
が
あ
る
。
流
山
市
は
、
2
0
0
8
年

4
月
に
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
室
を
設
置
し
、
2
0
1
1
年
6

月
に
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
る
。
同
プ

ラ
ン
は
、
共
稼
ぎ
子
育
て
世
帯
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
絞
り
、

「
母
に
な
る
な
ら

流
山
市
。
」
の
キ

ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に

よ
る
駅
広
告
の
掲

出
な
ど
積
極
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
や
「
駅
前
送

迎
保
育
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
な
ど
、
働

く
子
育
て
世
帯
を

対
象
に
特
化
し
た

施
策
を
展
開
し
て

き
た
。
そ
の
結
果
、

2
0
0
5
年
と
比  

瀬
　
稔

関
東
学
院
大
学

法
学
部
地
域
創
生
学
科
准
教
授

境
町
秘
書
公
室
秘
書
広
聴
課

 
た
な
発
想
で
政
策
を
進
め
る
境
町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

境
町
が
展
開
す
る
人
口
増
加
・
財
政
再
建
・
ひ
と
の
創
生
の
取
り
組
み

木

曜

連

載

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
光
と
影
⑬

 表1　境町の年少人口の推移

 典：境町
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較
し
て
人
口
が
3
万
人
以
上
も
増
え
、
人
口
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
ゾ
ー
ン
は
「
60

〜
64

歳
」
か
ら
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
設
定

し
た
「
35

〜
39

歳
」
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

 

な
お
駅
前
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
駅
前
（
駅

近
）
に
設
置
し
た
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
流
山
市
内

の
指
定
保
育
所
（
園
）
を
バ
ス
で
結
び
、
登
園
・
降
園
す

る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
2
0
0
7
年
7
月

に
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
・
東
武
野
田
線
の
流
山
お
お

た
か
の
森
駅
前
に
「
お
お
た
か
の
森
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
を
設
置
し
、
2
0
0
8
年
7
月
に
は
、
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
・
J
R
南
流
山
駅
前
に
「
南
流
山
送
迎
保
育

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

 

奈
義
町
と
流
山
市
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
は
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
り
込
み
、
適
切
な
施
策
を
堅
実
に
行
う
こ
と
が
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
効
果
を
も
た
ら
す
と
い
う

事
実
で
あ
る
。
2
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
、
境
町
で
も

2
0
1
4
年
度
よ
り
子
育
て
世
帯
へ
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
事
業
を
展
開
し
て
い
る
（
 
表
2
）
。

 

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
良
い
結
果
を
も
た
ら
し
、

2
0
1
6
年
度
の
人
口
の
社
会
動
態
を
確
認
す
る
と
、
転

入
・
転
出
者
の
差
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
て
い
る
。
人
口
の
社

会
動
態
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
の
は
、
2
0
0
3
年
度
以
来

 3

年
ぶ
り
と
な
っ
た
（
 
表
3
）
。
な
お
、
2
0
0
3
年

度
の
プ
ラ
ス
は
、
旭
化
成
建
材
株
式
会
社
松
戸
工
場
の
境

工
場
へ
の
全
面
統
合
移
転
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

 

境
町
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
み
、
適
切
な
施
策
を
堅

実
に
行
う
こ
と
に
よ

り
、
「
選
ば
れ
る
境

町
」
に
変
貌
し
つ
つ

あ
る
。
人
口
の
社
会

動
態
が
増
え
て
い
る

要
因
は
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
い
る
子
育

て
世
帯
の
支
援
に
よ

る
移
住
・
定
住
の
効

果
を
発
揮
し
た
こ
と

と
推
測
さ
れ
る
。

 

2
0
1
7
年
1
月

か
ら
日
野
自
動
車
株

式
会
社
古
河
工
場
全

面
稼
働
が
開
始
し
、

同
社
の
社
員
の
転
入
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

3
．
財
政
改
善
の
取
り
組
み

 

境
町
の
2
0
1
4
年
の
実
質
公
債
比
率
は
 6

・
1
％
で

あ
り
、
将
来
負
担
比
率
は
1
7
1
・
5
％
と
北
関
東
ワ
ー

ス
ト
1
位
の
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
町
の
負
債
は
過
去
45

年
以
上
に
わ
た
り
増
え
続
け
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
は
、
境
町
の
未
来
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

 

境
町
で
は
、
水
道
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
黒
字
化
や
、

業
務
用
パ
ソ
コ
ン
や
公
用
車
な
ど
購
入
コ
ス
ト
の
削
減
を

行
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
昨
今
で
は
財
政
改
善
を
図
る
た

め
、
さ
ら
に
三
つ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

 

第
一
に
、
太
陽
光
発
電
事
業
で
あ
る
。
同
町
で
は

2
0
1
4
年
に
「
茨
城
さ
か
い
ソ
ー
ラ
ー
株
式
会
社
」
を

設
立
し
た
。
同
社
は

境
町
が
1
0
0
%
出

資
し
て
い
る
。
こ
の

取
り
組
み
は
、
新
た

な
財
源
確
保
と
い
う

位
置
付
け
で
あ
る
。

設
備
投
資
は
、
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
チ
ェ
ー

ン
の
「
ウ
エ
ル
シ
ア

薬
局
」
の
創
業
家
で

あ
る
鈴
木
孝
之
氏
の

遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
5
0
0
0
万
円
を

充
て
て
い
る
（
鈴
木

 典：境町

 表2　境町の子育て世帯へ向けたさまざまな
支援事業

 表3　境町における人口の社会動態

 真1　道の駅さかいに併設するレストラン（イメージ）
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